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問　

実
際
の
居
住
地
に
関
わ
ら

ず
、
任
意
で
自
治
体
の｢
住
民｣

と
し
て
登
録
で
き
る
「
ふ
る
さ

と
住
民
登
録
制
度
」
は
、
各
自

治
体
が
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て

自
由
に
制
度
設
計
で
き
る
制
度

で
あ
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

ア
プ
リ
で
関
心
の
あ
る
自
治
体

に
登
録
す
る
と
「
ベ
ー
シ
ッ
ク

登
録
者
」
に
な
る
こ
と
が
で
き
、

お
祭
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募

集
な
ど
様
々
な
情
報
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
。　

　

こ
の
制
度
を
活
用
し
、
町
の

魅
力
発
信
と
移
住
促
進
に
繋
げ

る
考
え
は
。

答　

令
和
８
年
３
月
27
日
に
総

務
省
よ
り
自
治
体
向
け
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
発
令
さ
れ
た
制
度
で

あ
り
、
制
度
の
詳
細
や
具
体
的

な
開
始
時
期
等
に
つ
い
て
は
示

さ
れ
て
い
な
い
。

　

現
時
点
で
は
、
こ
の
制
度
の

参
画
に
向
け
、
当
町
の
課
題
に

即
し
た
活
用
方
法
を
研
究
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　

登
録
者
を
地
域
お
こ
し
協

力
隊
、
集
落
支
援
員
、
特
定
地

域
づ
く
り
事
業
共
同
組
合
、
あ

る
い
は
農
業
・
林
業
従
事
者
を

下
支
え
す
る
人
材
と
し
て
取
り

込
め
な
い
か
。

答　

詳
細
が
見
え
な
い
状
況
で

は
あ
る
が
、
手
段
の
一
つ
に
成

り
得
る
と
考
え
る
。

町
長　
制
度
に
参
画
し
て
い
く
方
向
で
進
め
る

ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
の
活
用
を

田　
中　
紀　
吉

問　

「
ま
え
だ
栄　

後
援
会

報
」
で
は
、
「
物
価
高
に
No
！

今
こ
そ
町
の
貯
金(

基
金
）
38

億
円
を
町
民
に
還
元
！
生
活
に

ゆ
と
り
を
取
り
戻
そ
う
」
を
テ

ー
マ
に
多
く
の
公
約
を
掲
げ
て

い
る
。
基
金
38
億
円
と
公
約
実

現
性
と
の
関
連
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

国
の
動
向
、
当
町
財
政
状

況
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

問　

町
長
は
執
行
者
で
あ
り
、

提
案
す
る
の
で
あ
れ
ば
必
ず
実

行
し
て
い
く
責
務
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
町
長
に
伺
う
。

答　

努
力
は
す
る
が
、
全
て
１

０
０
％
で
き
る
と
い
う
の
は
、

皆
様
の
協
力
次
第
で
あ
る
。

生
涯
安
心
し
て
ペ
ッ
ト
と
暮
ら

せ
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築
を

問　

高
齢
者
に
よ
る
ペ
ッ
ト
の

飼
育
は
、
認
知
機
能
の
低
下
予

防
や
、
規
則
正
し
い
生
活
習
慣

の
維
持
な
ど
の
効
果
も
期
待
さ

れ
て
い
る
。
ペ
ッ
ト
と
暮
ら
し

て
い
く
に
は
、
身
体
的
・
経
済

的
状
況
や
飼
育
の
継
続
可
否
な

ど
様
々
な
課
題
が
考
え
ら
れ
る
。

課
題
へ
の
対
応
、
自
助
・
共
助

・
公
助
の
取
り
組
み
が
重
要
と

考
え
る
が
町
の
見
解
は
。

答　

自
助
・
共
助
・
公
助
の
取

り
組
み
は
重
要
で
あ
る
。
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
、
人
と
ペ

ッ
ト
が
共
に
幸
せ
に
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

問　

恒
常
的
営
業
赤
字
の
要
因

は
。

答　

平
成
22
年
に
県
水
購
入
に

切
り
替
え
た
こ
と
で
７
，
０
０

０
万
円
コ
ス
ト
が
増
加
。
基
本

料
金
を
１
／
４
減
免
で
２
，
５

０
０
万
円
、
他
に
有
収
率
が

80
％
と
低
い
こ
と
も
要
因
。
実

質
の
赤
字
は
４
，
５
０
０
万
円

前
後
と
な
る
。

問　

補
助
金
は
水
道
料
金
へ
の

補
助
で
は
な
く
将
来
投
資
に
使

う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

基
本
料
金
無
料
化
政
策
は

あ
く
ま
で
物
価
高
騰
対
策
で
あ

り
時
限
的
な
措
置
。
料
金
政
策

で
営
業
赤
字
を
解
消
す
る
に
は

月
額
８
２
０
円
程
度
の
値
上
げ

が
必
要
と
試
算
さ
れ
る
。
補
助

金
等
は
設
備
更
新
等
の
将
来
投

資
に
使
え
れ
ば
効
果
が
期
待
出

来
る
が
、
一
般
会
計
で
の
判
断

が
優
先
さ
れ
る
。

問　

一
般
会
計
か
ら
の
料
金
補

助
は
大
野
地
区
の
町
水
道
非
利

用
者
に
不
公
平
で
は
な
い
か
。

答　

大
野
地
区
の
簡
易
水
道
へ

も
支
援
を
検
討
し
て
い
る
。

町
制
施
行
20
周
年
記
念
事
業
中

学
生
議
会
実
施
後
の
対
応
に
つ

い
て

問　

冷
水
器
導
入
、
プ
ー
ル
へ

の
対
応
等
、
中
学
生
の
意
見
が

町
政
に
反
映
さ
れ
た
も
の
を
周

知
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

今
後
、
議
会
事
務
局
と
も

調
整
し
何
ら
か
の
形
で
周
知
を

図
っ
て
い
く
。

町
長　
水
道
基
本
料
金
の
無
料
化
は
期
間
を
設
け
実
施
す
る

営
業
赤
字
解
消
は
、
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
進
め
る

水
道
事
業
の
営
業
収
支
に
お
け
る
赤
字

状
況
に
つ
い
て

笠　
井　
洋　
昭

町
長　
国
の
動
向
・
当
町
の
財
政
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
し

て
い
く

公
約
実
現
の
た
め
の
基
金
活
用
に
つ
い
て

野　
原　
和　
夫

問　

藤
坂
分
譲
地
の
段
階
販
売

や
区
画
別
単
価
設
定
の
考
え
は
。

答　

公
平
性
確
保
の
た
め
、
全

９
区
画
を
同
時
公
募
し
、
第
１

期
と
同
一
単
価
で
販
売
す
る
。

問　

分
譲
対
象
条
件
緩
和
や
店

舗
併
用
住
宅
導
入
の
考
え
は
。

答　

対
象
は
第
１
期
と
同
様
に

若
年
・
子
育
て
世
帯
と
し
、
親

世
代
名
義
で
の
購
入
等
は
必
要

に
応
じ
て
検
討
す
る
。
店
舗
併

用
住
宅
は
条
件
付
き
で
認
め
て

い
る
。

問　

分
譲
地
販
売
時
の
契
約
不

適
合
責
任
へ
の
対
応
は
。

答　

契
約
書
で
は
、
契
約
不
適

合
責
任
を
免
責
と
し
て
い
る
が
、

安
全
性
・
品
質
を
確
保
し
た
分

譲
地
と
し
て
販
売
し
、
個
別
相

談
に
も
誠
実
に
対
応
し
て
い
く
。

問　

藤
坂
分
譲
地
の
周
知
を
近

隣
不
動
産
・
建
築
業
者
へ
広
げ

る
考
え
は
な
い
か
。

答　

不
動
産
・
建
築
事
業
者
へ

の
情
報
提
供
も
、
移
住
・
定
住

促
進
に
つ
な
が
る
周
知
方
法
の

一
つ
と
し
て
、
今
後
研
究
し
て

い
く
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問　

山
間
部
な
ど
再
建
築
が
困

難
な
空
き
家
へ
の
今
後
の
対
応

方
針
は
。

答　

危
険
区
域
へ
の
再
建
築
の

公
費
補
助
は
難
し
い
た
め
、
相

談
者
に
は
既
存
の
補
助
制
度
を

活
用
し
た
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を

提
案
し
、
解
決
に
努
め
て
い
く
。

町
長　
公
平
性
を
重
視
し
販
売
条
件
等
を
検
討
す
る

藤
坂
分
譲
地
第
２
期
販
売
に
向
け
た
課

題
へ
の
対
応
策
を

髙　
橋　
浩　
美
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